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主な作品発表・受賞歴
2019 第22回ミラノトリエンナーレ「NukaBot」ミラノ（イタリア）
2016 「シンクル」Apple Best of AppStore 2016、東京
2015 「Picsee」Apple Best of AppStore 2015、東京
2013  「Creative Commands Compilation Data」第16回文化庁

メディア芸術祭、東京、エンターテインメント部門審査委
員会推薦作品

2007  《タイプトレース道～舞城王太郎之巻》「文学の触覚」東京
都写真美術館、東京

Photo: Takashi Mochizuki

Selected Works & Awards
2019 22nd Milan Triennale, NukaBot, Milan, Italy
2016 syncle, Apple Best of AppStore, Tokyo, Japan
2015 Picsee, Apple Best of AppStore, Tokyo, Japan
2013  Creative Commands Compilation Data, 16th Japan 

Media Arts Festival, Entertainment Division, Jury 
Selections, Tokyo, Japan

2007  The Way of TypeTrace ~ Maijo Otaro Edition, Haptic 
Literature, Tokyo Photographic Art Museum, Tokyo, 
Japan
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　このレクチャーパフォーマンスでは、わたしたちの
作品『Last Words / TypeTrace』が生まれた背景、そ
して展示体験から見えてきたこれからの展望について
お話したいと思います。作品の制作過程だけではなく、
その背景にある学術研究のプロセスについても説明し
て、そして「あいちトリエンナーレ2019」で図らずと
も可視化されてしまった「社会分断」を乗り越えるため
の方法についても、リアルタイムで考えていることを
展開します。以下は今日のレクチャーに関するノート
です。

　『Last Words / TypeTrace』は「情の時代／Taming 
Y/Our Passion」という「あいちトリエンナーレ2019」
のコンセプトに応答するかたちで新規制作されたイン
スタレーション作品です。TypeTraceはもともと、キー
ボードで書かれた文章の執筆プロセスを詳細に記録
し、打ち間違いの添削や逡巡する間なども含めて再生
するソフトウェアとして開発しました1。わたしたちは
今回、TypeTraceをモダンなWebブラウザで動作す
るように開発し、不特定多数の匿名ユーザーから10
分以内に書かれた遺言（Last Words）、「10分遺言」を
収集しました。本文を執筆している2019年9月25日
現在、1,985件の10分遺言が集まっており、展示会場
に設置した24台の壁面ディスプレイ、および机の上
に配置した「キネティック・キーボード」（TypeTrace
データの再生と連動して自動的に打鍵されるキーボー
ド）で常時再生しています。

　本作は、現代の人々の死生観が表現されたテキス
トのアーカイブとして見ることができるでしょう。親
から子へ、子から親へ、兄弟姉妹で、友人や恋人へ、
そして故人といった、書き手にとって大切な人へ向け
て、自分の生の終わりを想像しながら、10分間という
限られた時間で文章を綴っています。集まったテキス
トを読んでいると、それぞれの人が向き合ってきた現
実像、そして愛でてきた価値観が凝縮されて表現され
ていることがわかります。ある鑑賞者の方は、この作
品について「全員が自分の死を想定して書いているの
に、この空間にいるとみんなが生きているという事実

たという人の報告を受け、死生観や他者とのつながり
という側面が日本文化においては特に重要視されると
いうことがわかりました（チェン, 2019）3。親しい人
の死という体験は、心理学の議論では通常ネガティブ
なものとみなされます。しかし、不可避かつ不可逆な
別れの時を、当人と周囲の人々にとって望ましいかた
ちで迎えることによって、死者が生者のなかで生き続
ける感覚が芽生える。他者の死を体験することから持
続的な心理的充足がもたらされ得るという事実は、わ
たしたちに新しい視点をもたらしました。
　以上の知見を踏まえて、わたしたちはTypeTrace
の新作を構想する上で、人々が自分の「弱さ」を開示
する文章の執筆プロセスを集めたいと考え至りまし
た。もともと、TypeTraceで文章を書き、公開するこ
とは、本質的に「弱さ」を開示する行為です。誤字や
脱字を書き直したり、「言い淀み」のような間といった
不完全さが記録され、可視化されてしまう恥ずかしさ
が伴います。その反面、読み手は、まるで会話におい
て相手の発言を傾聴するように、書き手の「声」を聞
き取る。匿名の状態で、相手のことを知らなくても、

の方に注意が向く」と語り、そのことによって「救われ
る気がする」とも言ってくださいました。だから、他
者の死に触れる機会が減少したといわれる今日の社会
において、本作が他者と共に死生観を育てていく視点
につながればと思います。
　この作品はまた、情報技術がますます遍在し、さま
ざまな感情が瞬時に伝播される今日において、互いの
深い感情や思考を共有できるか？という問いかけでも
あります。それは、TypeTraceというシステムそのも
のの研究成果の集積の過程から生まれた問いです。
　この10年で、その間に社会でさまざま転換が起こ
りました。情報技術環境に関わる最も大きな変化は、
人々が用いる主な情報端末がPCからスマホへ移行し
たことが挙げられます。同時に、SNSが社会に浸潤
し、万人が自身の考えや感覚を文字や写真というかた
ちで発信するようになりました。この変化自体は表現
の民主化が進んだこととしてポジティブに捉えられる
一方、他方ではインターネット上において扇情的な言
説が瞬時に拡散され、フェイクニュースによって政治
思想の分断はさらに歪められ、人々はそれぞれの信念
のフィルターバブルに閉じ込められるようになったと
いう批判も起こっています。
　このような社会背景を踏まえて、わたしたちは
TypeTraceを使ったオンライン・コミュニケーション
の実験を続けてきました（チェンら, 2018）2。通常の
チャットと、TypeTraceを用いたチャットを被験者の
ペアに行ってもらい、相手の執筆プロセスが可視化さ
れることが互いの認知そしてコミュニケーションにど
のような影響を与えるのかを調べています。定量的な
分析を通しては、TypeTraceを用いたチャットにおい
ては、TypeTraceを使う時のほうが互いの感情表出が
正（ポジティブ）な方向に振れて、さらに感情の強さも
上がる傾向が確認されました。また、TypeTraceを使
うことによって相互の存在感の認知が高まることが分
かりました。
　同時に、わたしたちはデジタル・ウェルビーイング、
つまり情報技術の使用が人の心理的充足に与える影
響についても研究調査を行ってきました。そのなかで、
家族の死を看取った体験がウェルビーイングを向上し

TypeTraceで書かれた文章が再生されると、相手に語
りかけられているように感じられるのです。
　互いの弱さが開示されることで、書き手と読み手が
共に在る感覚が増すのだとすれば、それは情報技術に
よって強化されてしまっている「わかりあえなさ」を超
えて、他者と静かに、深く感情を交わし合うためのヒ
ントとなるはずです。だから本作に触れる鑑賞者の内
にも、そのような別様の言語へのイメージが萌芽して
ほしい、と切に願っています。
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